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08/24・日中韓外相会談（東京）首脳会談「年内に」開催へ協力確認 
 
08/26・待機児童、２年連続増加「17年末ゼロ」難しく 4月時点で2万3600人 ＜１＞   

 保育所定員10万人増も共働き世帯増加で追いつかず 潜在的には6万人 
  ・消費者物価0.5％低下（7月）3年4か月ぶり下落幅 
 
08/27・イエレンFRB議長「利上げ条件整う」（26日、ジャクソンホール講演） 
    9月の可能性も排除せず 雇用改善、物価波及カギ 円相場は乱高下 
  ・来年度予算、医療・介護で1400億円圧縮 個人負担増を検討 
  ・公的年金運用損5兆円（4-6月）円高・株安響く 
  ・東南アジア新車販売4％増（7月）4か月連続プラス インドネシア回復基調 
 
08/28・安倍首相、アフリカに3兆円投資表明 （アフリカ開発会議、ナイロビ） 
    「官民挙げ支援」 成長支援、1000万人育成 潜むリスク、資源安で経済失速 
  ・日韓通貨協定再開へ 財務対話、議論開始で合意（ソウル、27日） 
 
08/29・公的マネー、筆頭株主に 東証1部企業の4社に1社 市場機能低下も ＜２＞ 
  ・ヘッジファンド苦境 資金流出2009年以来の高水準 運用苦戦・コスト高重荷 
 
08/30・7月失業率低下、消費支出は0.5％減（総務省発表）雇用拡大さえぬ消費 ＜３＞ 
    失業率3.0％、21年ぶりの低さ 雇用増はパート・非正規中心で節約続く 
  ・韓進開運（韓国最大手）、再建に暗雲 銀行団が支援を拒否   
 
09/01・概算要求、緩む規律 マイナス金利で拍車 各省庁が上積み合戦 ＜４＞ 
    国債費減でも3年連続100兆円超 危うい緩和依存 
  ・インド7.1％成長に減速（4-6月）個人消費堅調も貸し渋り、投資が縮小 ＜５＞  ・

ブラジル、景気後退続く GDP3.8％減（4-6月）消費・投資の低迷響く ＜６＞ 
    ルセフ大統領罷免 弾劾裁判（政府会計の不正）で有罪 政権、資源安に対応できず 
 
09/03・米雇用15万人増（8月）市場予想を下回る 利上げ時期判断難しく 
  ・米新車販売に減速感 8月4.1％減 買い替え需要が一服 
  ・日ロ首脳会談（ウラジオストク、2日）プーチン氏来日12月15日で合意 
    安倍首相「領土進展へ手応え」「日ロ首脳定期会談を」 平和条約締結にも意欲 
  ・労働分配率（企業利益のうち労働者取り分）昨年度66.1％ ＜７＞ 
    2007年以来の低水準 内部保留は前年度比6.6％増の377兆円 4年連続で過去最高を更新 
    
 
 



 


